





































































を論じた．そして，「「客観的対象J をP，命題を Q，「成立するJ を「である」と言い換えて示
すと，命題Qは一般に，〔Qである〕という構造を持つ」（問書： 187）とし，キットとカナラズは
どちらも「く命題の成立する度合についての話し手の主張を示す〉働きをする」（同書： 187）とし
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